






　　　　　　　    の性能。
快適性は、データが雄弁に語ります。

微細な気泡の中に多量の空気を含ませることで
熱伝導率0.04W/（m・K）という優れた断熱性能を実現したゼロフロンフィット。
ほかにもコア密度、透湿率、接着強さ、燃焼性などの評価項目においても、
これからの断熱材として優れた基本物性を獲得。
住宅金融支援機構が定める断熱材区分では、Cランクに該当します。

「住宅に係るエネルギーの使用の合理化に関する設計、施工及び維持保全の指針(平成25年国土交通省告示第907号)」の別表より抜粋
木造住宅充填断熱工法の仕様例

垂直入射吸音率測定結果（試料厚さ85m）

基本物性 部位別仕様表における熱貫流率の算定

ゼロフロンフィットの吸音性能

H25仕様基準※1における必要厚み（4～7地域※2）

開口部比率 ＝ 開口部の面積外皮等総面積

【備考】 ※1. ゼロフロンフィットの住宅金融支援機構断熱材区分は、Cランクに相当します。　※2. ゼロフロンフィットは、JIS A 9526 A種3に適合します。　※3. ホルムアルデヒド発散量が0.005mg/㎡h以下
※上記物性値は当社測定値であり保証値ではありません。※防露性能の確認のため、結露計算を行っています。詳しくは、弊社までお問い合わせください。

評価項目
コア密度［kg/m3］
熱伝導率［W/m・K］
透湿率［ng/(m・s・Pa)］
接着強さ［kPa］
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H11年基準における地域区分 主な該当部道府県
北海道

青森県、岩手県、秋田県

宮城県、山形県、福島県、木県、新潟県、長野県

宮崎県、鹿児島県
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シックハウス法告示対象外（F☆☆☆☆※3）

熱抵抗の基準値［m2・K/W］
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周波数【Hz】
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JIS A 9526準拠

オール水発泡
連続気泡

平成25年省エネ基準 ［断熱等性能等級4］

燃焼時間
燃焼長さ　

燃焼性

物性値 規格値 試験方法等

仕様の詳細部位 熱貫流率［W/(m2・K)］ 断面構成図

枠組壁工法/充填断熱工法工法 軸組工法/充填断熱工法

※1 H25仕様基準を適用するためには、下記の開口部比率の条件を満たす必要があります。

※2 地域区分は下記の表のとおりです。地域区分は以下の市町村単位での区分となり、下記区分と異なる場合があります。

茨城県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、富山県、石川県、福井県、山梨県、岐阜県、静岡県、愛知県、三
重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和山県、鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、香川
県、愛媛県、高知県、福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県

たるきの間にR が7.5 以上の断熱材（厚さ265 mm以上）を充填し、かつ、R が.043 以上の
内装下地材を用いた断熱構造とする場合

たるきの間にR が5.2 以上の断熱材（厚さ185 mm以上）を充填し、かつ、R が0.043 以上
の内装下地材を用いた断熱構造とする場合

軸組の間にR が2.2 以上の断熱材
（厚さ85 mm以上）を充填した断熱構造とする場合

床裏が外気に接する場合であって、根太の間及び大引又は床梁の間に合計してR が5.2 以
上の断熱材を充填し、かつ、R が0.075 以上の床下地材を用いた断熱構造とする場合

床裏が外気に接しない場合であって、根太の間にR が2.4以上の断熱材（厚さ85 ミリメート
ル以上）を充填し、かつ、R が0.075 以上の床下地材を用いた断熱構造とする場合

床裏が外気に接しない場合であって、大引又は床梁の間にR が2.2 以上の断熱材（厚さ75 
ミリメートル以上）を充填し、かつ、R が0.15 以上の床下地材を用いた断熱構造とする場合

垂直入射吸音率  太管・平均
垂直入射吸音率  細管・平均

ゼロフロンフィットは連続した気泡構
造をもち、音の分散性に優れています。
そのため、一般的な硬質ウレタンォー
ムと比較して高い吸音性が期待でき、
音の侵入や音の漏れの軽減に貢献
することで快適な暮らしをサポート
します。


